


（ 118 ）

「
ジ
メ
ジ
メ
し
て
る
と
灰
カ
ビ
が
心
配
。
反
対

に
カ
ラ
カ
ラ
だ
と
今
度
は
ウ
ド
ン
コ
が
心
配
」。

そ
ん
な
ふ
う
に
病
気
と
密
接
に
関
係
し
て
い
そ

う
な
〝
湿
度
〞
。
こ
の
湿
度
は
、
じ
つ
は
〝
土

の
物
理
性
〞
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

こ
の
二
つ
を
一
体
と
し
て
管
理
す
れ
ば
病
気
は

減
ら
せ
る
、
と
い
う
の
が
、
土
壌
診
断
・
施
肥

設
計
で
本
誌
お
馴
染
み
の
武
田
健
さ
ん
だ
。
湿

度
管
理
で
病
害
虫
を
出
さ
な
い
環
境
づ
く
り
を

公
開
し
て
い
た
だ
く
。

（
編
集
部
）

病
害
虫
、
品
質
・
収
量
は

湿
度
で
変
わ
る

五
月
号
の
絵
の
ペ
ー
ジ
「
武
田
健
の
お
い
し

い
野
菜
の
見
方
　
育
て
方
の
コ
ツ
」
で
、
湿
度

に
よ
っ
て
野
菜
の
品
質
・
収
量
、
病
害
虫
の
出

か
た
が
変
わ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
（
左
ペ
ー
ジ

図
）。
そ
れ
は
、
〝
ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
が
高
い

と
、
葉
カ
ビ
病
や
灰
色
カ
ビ
病
が
発
生
、
チ
ッ

ソ
優
先
の
生
育
に
な
り
玉
の
肥
大
は
い
い
が
、

花
の
素
質
、
果
実
の
品
質
は
低
下
す
る
〞。
逆

に
、〝
湿
度
が
低
い
と
、
ウ
ド
ン
コ
病
が
発
生
、

チ
ッ
ソ
不
足
の
状
態
と
な
っ
て
着
花
・
着
果
数

が
減
り
、
玉
の
肥
大
も
悪
く
な
る
〞
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
土
壌
診
断
・
施
肥
設
計
・
施
肥
改

善
は
決
し
て
地
下
部
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

地
上
部
の
環
境
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
捉

え
、
技
術
指
導
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の
と

き
に
重
要
な
の
が
「
湿
度
」
で
あ
る
。

環
境
要
素
に
は
、
光
・
温
度
・
水
分
・
養
分

の
四
要
素
が
あ
る
が
、「
湿
度
」
に
焦
点
を
当

て
た
研
究
や
指
導
、
技
術
解
説
は
き
わ
め
て
少

な
い
。
し
か
し
、
四
要
素
は
、
実
際
に
は
「
湿

度
」
と
し
て
健
全
性
や
収
量
・
品
質
を
決
定
づ

け
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。

農
薬
散
布
半
減
、

連
続
着
果
の
キ
ュ
ウ
リ

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
、
高
品
質
畜
産
堆
肥

（
元
気
有
機
堆
肥
）
の
製
造
と
、
土
壌
診
断
・

施
肥
設
計
を
、
環
境
保
全
型
農
業
推
進
の
重
要
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田
　
健

湿
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
　
　
　
　
の
出
な
い
ハ
ウ
ス
を
つ
く
ろ
う
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な
柱
と
位
置
づ
け
て
Ｊ
Ａ
を

支
援
し
て
お
り
、
筆
者
は
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
協
力

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
Ｊ
Ａ

あ
ま
く
さ
管
内
で
は
、
昨
年

十
二
月
に
土
壌
診
断
室
を
開

設
し
、
土
壌
分
析
を
核
と
し

た
営
農
指
導
を
強
化
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
特
産
の
デ

コ
ポ
ン
や
パ
ー
ル
柑
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
で
、
湿

度
管
理
を
土
壌
診
断
・
施
肥
設
計
に
加
え
た
栽

培
を
実
施
し
て
、
成
果
を
上
げ
る
生
産
者
が
出

て
い
る
。

大
矢
野
町
の
鶴
元
正
徳
さ
ん
は
、
キ
ュ
ウ
リ

栽
培
歴
三
〇
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
そ
の
鶴

元
さ
ん
が
、「
今
年
の
キ
ュ
ウ
リ
が
こ
れ
ま
で

で
い
ち
ば
ん
順
調
だ
」
と
い
う
。
播
種
一
月
二

十
六
日
（
Ｊ
Ａ
で
育
苗
）、
定
植
二
月
二
十
六
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湿度コントロールで　　　　の出にくい環境づくり

湿度低い 湿度高い

水分不足で「毛」に張りが
なくなり寝てしまう

土中から上がったチッソ
などを含んだ水が葉につ
いて「毛」が焼ける

表面の毛
毛

養分を含んだ水滴

気
孔

気
孔

ウ
ド
ン
コ
病

発
生

灰
色
カ
ビ
病

発
生

葉の気孔が閉じ、光合成低下。
根からの養分吸収も低下し、
チッソ不足状態

気孔が開きっぱなしで、光合成
産物の消耗が大きい。チッソ優
先の生育に

乾燥土壌 過湿土壌

鶴元正徳さんと美恵子さん夫妻。さわやかハウスで病気
知らずのキュウリは、折ったあとくっつけると振っても
離れない元気ぶり

朝から雨の日で
も、湿度は80％
ちょっとでさわ
やか。右はふつ
うの温度湿度
計、左はデジタ
ルデータをパソ
コンに取り込め
る温度湿度記憶
計
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日
で
、
三
月
末
か
ら
七
月
ま
で
収
穫
す
る
ハ
ウ

ス
キ
ュ
ウ
リ
で
あ
る
。

三
〇
年
間
で
い
ち
ば
ん
順
調
と
い
う
の
は
、

何
よ
り
も
防
除
が
半
分
以
下
に
減
り
、
病
気
の

気
配
が
な
い
こ
と
だ
。
定
植
か
ら
四
〇
日
余
り

の
時
点
で
、
ダ
コ
ニ
ー
ル
と
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン

各
一
回
の
散
布
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
だ
と
、
定
植
後
、
晴
天
が
続
く
と

ウ
ド
ン
コ
病
が
す
ぐ
入
っ
て
き
た
。
ト
リ
フ
ミ

ン
な
ん
か
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

い
っ
た
ん
着
果
前
に
ウ
ド
ン
コ
が
入
っ
て
し
ま

う
と
抜
け
切
れ
な
か
っ
た
。
逆
に
曇
天
・
雨
天

が
続
く
と
、
葉
カ
ビ
・
灰
色
カ
ビ
・
褐
斑
・
ベ

ト
・
菌
核
病
に
気
を
使
い
、
農
薬
散
布
が
い
つ

も
作
業
項
目
と
し
て
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
心
配
が
今
年
は
な
く
な
っ
た
。
そ
の
う

え
、
収
穫
開
始
が
ま
わ
り
よ
り
五
日
も
早
か
っ

た
。
さ
ら
に
は
、
例
年
は
側
枝
が
飛
ん
で
し
ま

い
が
ち
だ
っ
た
一
二
〜
一
四
段
目
が
、
休
む
こ

と
な
く
伸
び
て
い
る
。
幼
果
が
落
ち
て
し
ま
う

流
れ
果
も
な
い
。

湿
度
一
〇
〇
％
を
避
け
、

七
〇
〜
八
〇
％
で
管
理

病
気
と
防
除
回
数
の
減
少
、
順
調
な
側
枝
発

生
＝
連
続
着
果
の
生
育
と
い
う
、
キ
ュ
ウ
リ
の

大
変
化
を
も
た
ら
し
た
二
大
要
因
が
、
湿
度
管

理
と
土
壌
診
断
に
も
と
づ
く
堆
肥
施
用
・
施
肥

設
計
、
で
あ
る
。
そ
の
ど
ち
ら
も
、
鶴
元
さ
ん

は
初
め
て
の
取
り
組
み
だ
。
し
か
し
、
い
ま
で

は
、
毎
日
、
午
後
一
時
前
後
に
ハ
ウ
ス
に
行
っ

て
、
温
度
・
湿
度
計
を
見
て
記
帳
す
る
の
が
、

実
に
楽
し
み
な
日
課
に
な
っ
た
。

鶴
元
さ
ん
の
湿
度
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

湿
度
一
〇
〇
％
と
い
う
過
湿
状
態
を
続
け
な
い

こ
と
、
②
五
〇
％
以
下
に
し
な
い
こ
と
だ
。
筆

者
は
目
標
と
し
て
、
キ
ュ
ウ
リ
で
は
七
〇
〜
八

〇
％
で
管
理
す
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。
天

候
に
も
よ
る
が
、
午
前
中
換
気
し
て
七
〇
±

五
％
に
し
て
、
温
度
が
下
が
っ
て
き
て
閉
め
る

と
昼
前
後
に
少
し
上
が
っ
て
八
〇
％
く
ら
い
、

午
後
気
温
の
上
昇
に
よ
っ
て
湿
度
が
下
が
り
七

〇
±
五
％
と
な
る
の
が
目
安
だ
。

雨
で
も
サ
イ
ド
を
上
げ
て
換
気

現代農業2003.6

全節に側枝が発生、流れ果もな
く、連続着果している

たまに雨の日に100％になってし
まうことはあるが、すぐに下が
って50％を切ることもない。毎
日午後1時ころに行なう温度・湿
度の測定と記録は楽しみな日課
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夜
間
閉
め
切
っ
た
ハ
ウ
ス
は
、
朝
方
は
湿
度

一
〇
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
曇
雨
天
日
に
は
、

多
く
の
生
産
者
の
ハ
ウ
ス
は
閉
め
た
ま
ま
だ
か

ら
日
中
も
一
〇
〇
％
の
状
態
が
続
く
。
そ
う
す

る
と
、
葉
カ
ビ
・
ベ
ト
・
灰
色
カ
ビ
・
菌
核

病
・
褐
斑
病
な
ど
「
高
湿
度
病
害
」
が
発
生
し

て
ま
ん
延
す
る
。

鶴
元
さ
ん
は
、曇
雨
天
の
と
き
で
も
早
め
に
、

気
温
二
〇
度
く
ら
い
で
サ
イ
ド
を
上
げ
て
換
気

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
〇
〇
％
だ
っ
た
も
の

が
、
九
〇
％
近
く
ま
で
下
が
っ
て
く
る
。
早
め

に
換
気
し
て
や
る
と
、
そ
の
あ
と
に
サ
イ
ド
を

閉
め
て
気
温
が
上
が
る
と
湿
度
が
低
下
す
る
わ

け
だ
。
晴
天
の
と
き
に
は
、
二
八
〜
三
〇
度
く

ら
い
に
な
っ
て
か
ら
の
換
気
で
い
い
。
こ
の
よ

う
な
管
理
で
「
高
湿
度
病
害
」
が
消
え
る
。

細
霧
の
葉
水
で
ウ
ド
ン
コ
病
克
服

い
っ
ぽ
う
、
最
近
水
切
り
が
も
て
は
や
さ
れ

て
、
地
上
・
地
下
環
境
と
も
に
乾
燥
気
味
に
管

理
さ
れ
て
い
る
温
室
・
ハ
ウ
ス
が
多
い
。
こ
う

い
う
と
こ
ろ
で
晴
天
が
続
く
と
、
湿
度
が
五

〇
％
、
四
〇
％
と
下
が
っ
て
く
る
。
す
る
と

「
低
湿
度
病
害
」
の
ウ
ド
ン
コ
病
の
ま
ん
延
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
低
湿
度
だ
と
、
果
実
の
肥

大
も
悪
く
収
量
が
上
が
ら
な
い
。

鶴
元
さ
ん
は
着
果
前
に
出
る
ウ
ド
ン
コ
病
の

怖
さ
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
定
植
前
か
ら
低
湿

度
対
策
を
打
っ
た
。
ベ
ッ
ド
を
仕
立
て
た
の
ち

通
路
に
イ
ナ
ワ
ラ
を
た
っ
ぷ
り
敷
い
て
、
両
端

を
せ
き
止
め
て
大
量
の
水
を
流
し
込
ん
だ
（
一

〇
ａ
当
た
り
四
〇
〜
五
〇
ｔ
）。
カ
ラ
カ
ラ
に

乾
い
て
い
た
土
に
水
を
含
ま
せ
、
そ
れ
を
濡
れ

た
イ
ナ
ワ
ラ
で
お
お
っ
た
形
だ
。

し
か
し
、
や
が
て
土
も
イ
ナ
ワ
ラ
も
乾
い
て

い
く
。
そ
こ
で
、
定
植
後
キ
ュ
ウ
リ
の
草
丈
が

一
ｍ
ほ
ど
に
な
る
ま
で
は
、乾
燥
し
た
日
に
は
、

動
噴
に
細
霧
ノ
ズ
ル
を
つ
け
て
ハ
ウ
ス
内
に
葉

水
し
て
、
湿
度
が
五
〇
％
よ
り
下
が
ら
な
い
よ

う
に
し
た
。
こ
れ
で
、
着
果
前
の
ウ
ド
ン
コ
病

を
克
服
、
健
全
な
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
。

湿
度
管
理
の
効
果
を
高
め
る

堆
肥
活
用

し
か
し
、
イ
ナ
ワ
ラ
を
敷
い
て
た
っ
ぷ
り
水

を
や
っ
た
場
合
、
曇
雨
天
が
続
く
と
、
ハ
ウ
ス

内
は
過
湿
状
態
と
な
る
。
ま
た
、
い
く
ら
換
気

→

保
温
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
湿
度
を
下
げ

よ
う
と
し
て
も
、
土
壌
か
ら
の
蒸
発
量
が
多
く

て
、
湿
度
を
下
げ
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

逆
に
、
か
ん
水
し
て
も
土
が
乾
き
や
す
い
た
め

に
、
湿
度
が
五
〇
％
、
四
〇
％
と
低
下
し
て
し

ま
う
ハ
ウ
ス
も
あ
る
。

そ
こ
で
重
要
な
の
が
、
土
壌
で
あ
る
。
水
分

を
よ
く
保
持
し
、
か
つ
空
中
湿
度
の
急
激
な
変

動
を
起
こ
さ
な
い
土
づ
く
り
が
大
事
で
あ
る
。

そ
の
土
づ
く
り
と
は
、
筆
者
が
提
唱
し
て
い
る

「
植
物
の
根
に
と
っ
て
も
微
生
物
に
と
っ
て
も

最
適
な
環
境
を
つ
く
る
土
の
物
理
性
の
改
善
」

と
同
じ
で
、
目
標
は
よ
く
発
達
し
た
団
粒
構
造

の
土
の
物
理
性
だ
。

数
字
的
に
は
、
仮
比
重
（
土
か
ら
水
分
を
除

い
た
重
さ
の
比
重
）
が
お
よ
そ
一
・
〇
、
土
の
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湿度コントロールで　　　　の出にくい環境づくり

定植前に、イナワラをたっぷり敷
きかん水して、乾燥を防いだ
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三
相
分
布
で
見
る
と
固
相
（
土
の
本
体
）
が
四

〇
％
で
、
液
相
（
水
を
保
持
す
る
隙
間
）
と
気

相
（
空
気
を
保
持
す
る
隙
間
）
が
そ
れ
ぞ
れ
三

〇
％
の
土
壌
で
あ
る
（
手
軽
に
で
き
る
三
相
分

布
の
測
り
方
な
ど
は
拙
著
『
新
し
い
土
壌
診
断

と
施
肥
設
計
―
畜
産
堆
肥
で
高
品
質
持
続
的
農

業
』
農
文
協
刊
を
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
土
が
、
空
気
湿
度
の
急
変
を
防

ぎ
、
湿
度
管
理
を
し
や
す
い
土
な
の
で
あ
る
。

土
の
気
相
率
二
〇
％
確
保
、

堆
肥
マ
ル
チ
も
有
効

Ｊ
Ａ
あ
ま
く

さ
の
土
壌
診
断

室
の
分
析
に
よ

る
鶴
元
さ
ん
の

土
の
物
理
性

は
、
表
の
と
お

り
。
こ
れ
を
見

る
と
、
仮
比
重

は
一
・
四
六
と

重
く
、
三
相
分

布
で
は
固
相
率

が
高
く
、
気
相

率
が
一
一
・
九
％
と
低
い
。
高
湿
度
を
も
た
ら

し
や
す
い
土
壌
で
あ
る
（
変
動
が
激
し
く
乾
き

や
す
い
土
壌
で
も
あ
る
）。
こ
れ
を
改
善
す
る

の
が
堆
肥
の
投
入
で
あ
る
が
、
物
理
性
改
善
効

果
の
高
い
堆
肥
、
す
な
わ
ち
仮
比
重
が
軽
い
堆

肥
（
完
熟
で
〇
・
二
、
中
熟
で
〇
・
四
く
ら
い
）

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
矢
野
統
括
支
所
の

堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
仮
比
重
や
養
分
濃
度
な
ど

品
質
の
優
れ
た
堆
肥
製
造
を
実
現
し
、「
パ
ワ
フ

ル
有
機
１
号
」
と
し
て
供
給
し
て
い
る
。

土
壌
診
断
室
は
、
鶴
元
さ
ん
の
土
壌
を
仮
比

重
一
・
〇
に
下
げ
、
気
相
率
を
三
〇
％
に
近
づ

け
る
た
め
の
必
要
量
を
、
一
〇
ａ
当
た
り
パ
ワ

フ
ル
有
機
６
ｔ
と
計
算
し
た
が
、
そ
れ
は
何
年

か
か
け
て
改
善
す
る
こ
と
と
し
、
今
回
の
作
で

は
全
面
全
層
施
用
二
・
四
ｔ
、
ウ
ネ
肩
へ
の
穴

施
用
三
〇
〇
kg
余
り
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
堆
肥
投
入
に
よ
る
土
の
保
水

性
・
通
気
性
の
改
善
が
、
換
気
な
ど
直
接
的
な

湿
度
管
理
の
効
果
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ハ
ウ
ス
の
乾
湿
が
激
し
く
病
気
が
多
い
と
い
う

方
は
、
気
相
率
を
最
低
二
〇
％
確
保
す
る
こ
と

を
目
標
に
堆
肥
投
入
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

た
い
。
ま
た
、
筆
者
の
周
辺
で
は
、
堆
肥
を
ウ

ネ
や
通
路
に
マ
ル
チ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
物

へ
の
水
分
・
養
分
の
供
給
と
、
空
中
湿
度
の
安

定
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
生
産
者
が
多
い
。

養
分
濃
度
は
、

巻
き
ひ
げ
も
果
実
も
好
調

病
気
知
ら
ず
で
連
続
着
果
・
多
収
コ
ー
ス
に

乗
っ
て
き
た
鶴
元
さ
ん
の
キ
ュ
ウ
リ
の
草
姿
を

見
る
と
、
ツ
ル
は
四
五
度
に
ピ
ッ
と
伸
び
、
葉

の
張
り
も
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
健
全
・
多
収
の

キ
ュ
ウ
リ
は
、
養
分
濃
度
（
屈
折
計
に
よ
る

「
糖
度
」）
を
測
る
と
、
巻
き
ひ
げ
の
根
元
が
四

〜
五
、
果
実
つ
け
根
の
果
柄
が
そ
の
三
倍
の
一

三
〜
一
五
、
果
実
が
四
〜
五
と
な
っ
て
い
る
も

の
だ
。
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
の
指
導
陣
は
、
筆
者
の

養
分
濃
度
診
断
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
実

際
に
鶴
元
さ
ん
の
四
月
初
め
の
キ
ュ
ウ
リ
を
測

る
と
、
巻
き
ひ
げ
の
根
元
三
・
八
、
果
柄
一
三
、

果
実
四
だ
っ
た
（
養
分
濃
度
診
断
に
つ
い
て
は

二
〇
〇
一
年
十
月
号
、
お
よ
び
前
記
の
拙
著
参

照
）。こ

の
よ
う
な
キ
ュ
ウ
リ
は
折
っ
て
も
、
つ
な

ぐ
と
固
く
接
着
し
強
く
振
っ
て
も
離
れ
な
い
。

糖
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
の
含
量
が
多
く
、
お
い
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表　JAあまくさ土壌診断室による
鶴元さんの土の物理性

改良前の値 基準値

真比重 2.63 2.65

仮比重 1.46 0.96～1.06

固相（％） 55.6 40.0

液相（％） 32.6 30.0

気相（％） 11.9 30.0

三
相
分
布
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し
い
キ
ュ
ウ
リ
だ
。
奥
さ
ん
の
美
恵
子
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
あ
ま
く
さ
女
性
部
長
）
は
、「
ま
ず
い
メ

ロ
ン
よ
り
甘
い
の
で
は
」
と
、
お
い
し
い
キ
ュ

ウ
リ
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
栽
培
で
は
、
誰
も
が
温
度
に
は

敏
感
に
対
応
し
て
き
た
が
、
温
度
の
裏
に
実
は

病
気
発
生
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
湿
度
が
隠

さ
れ
て
い
る
！
　
こ
と
は
重
視
さ
れ
な
か
っ

た
。
メ
ロ
ン
な
ど
で
は
、「
着
果
時
期
に
は
で

き
る
だ
け
乾
燥
気
味
に
管
理
し
、
肥
大
期
に
は

で
き
る
だ
け
高
温
多
湿
気
味
に
管
理
す
る
も

の
」
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
低
湿
度
型
あ
る

い
は
高
湿
度
型
の
病
害
虫
に
悩
ま
さ
れ
る
の
が

常
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、作
目
ご
と
に
適
し
た
湿
度
管
理
と
、

土
づ
く
り
・
施
肥
設
計
を
一
体
と
し
て
す
す
め

る
こ
と
に
よ
り
、
病
害
虫
の
克
服
、
収
量
の
安

定
・
向
上
、
低
農
薬
で
安
心
農
産
物
の
生
産
が

可
能
だ
。
静
岡
県
の
温
室
メ
ロ
ン
組
合
で
も
、

湿
度
の
調
整
技
術
に
よ
っ
て
玉
伸
び
の
よ
さ
と

高
品
質
を
両
立
さ
せ
る
生
産
者
が
出
て
き
て
い

る
。
機
会
を
改
め
て
紹
介
し
よ
う
。

（
㈱
Ａ
Ｍ
Ｌ
農
業
経
営
研
究
所
＝

熊
本
県
菊
池
郡
旭
志
村
麓
一
八
一
五
―
三
　

TEL
〇
九
六
八
―
三
七
―
四
〇
三
〇
）

※
技
術
的
な
問
い
合
わ
せ
は
右
記
ま
で
。

※
「
温
度
湿
度
記
憶
計
」
の
問
い
合
わ
せ
は
、

三
和
理
工
㈲
＝
熊
本
市
御
領
三
―
一
二
―
一

TEL
〇
九
六
―
三
八
〇
―
八
二
〇
〇
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湿度コントロールで　　　　の出にくい環境づくり

養分濃度診断値も好調。左は指導・協力しているJA熊本
経済連園芸指導課（JAあまくさ駐在）の志垣さん

広告
たて
1/3




